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日本佐世保高等専門学校訪問における交流体験と感想

電子系 王 徳 明

2005年7月19日から8月5日に亘り、私達教員・生徒一行6名はアモイ理工学院を代表して日本佐世保
工業高等専門学校を訪問し、18日間の交流活動を行った。同校の実験室、学生クラブ活動センター等の
各種施設を参観したほか、生徒と一緒に授業を受け、活動、交流を行い、日本の教育、海外の学生の学習、
生活を体験し、日本と佐世保工業高等専門学校に対する理解、友情、相互関係を深めた。また、そうした
中で日本側の先進的な教学理念、良好な教学資質が主に以下の幾つかの点にあることを理解するに至った。
一、理論教学の面においては直感的教学方法が重視され、生徒が直に教室教学で体験することが提唱さ
れている。例えば、「自動制御原理」の単元で「フィードバック」の概念が出てきた際、教師は「硬い性
質と柔軟な性質を有する巻尺」を使って、「如何にして巻尺が空中において直立の状態でバランスを維持
するのか」といった事例を実演し、巧みに「フィードバック」の概念を示すと共に、次の新しい単元の内
容に生徒を導いていた。また、「整流電気回路」の単元においては、教師は授業中、目的、計画、プロセ
スを踏まえながら「質問」を行い、生徒に考えさせると共に、生徒に黒板で問題を解かせるようにしてい
た。こうした教師と生徒間の相互コミュニケーションは、生徒の集中力を高めるのに役立ち、授業の雰囲
気を活発なものとしていた。授業の内容がしっかりとするだけでなく、生徒の積極的主体的な思考活動が
十分に引き出されるため、生徒が授業のポイントを自覚的に把握し、独自に問題を思考して問題を解決す
る能力が高まるようになっている。
二、実験、実習のプロセスを重視し、生徒の豊富な創造力と実践能力が育成されている。例えば、毎年
行われる全国大学生ロボットコンテスト、科学研究プロジェクト（バーコード型シェルフラベルの新技術、
金属金相、半導体結晶体の検査測定等）等の課外科学技術活動は、生徒に教科書や教室で学べない知識と
技能を補い、生徒が生涯に亘り役に立つ着手能力を高めるほか、生徒がその知識、創造力、着手能力を豊
かにする上で良好な実践環境（空間）を提供するものとなっている。
三、専攻科学生の課題研究（学術論文）の展示と交流について、学生の課題研究項目は、実践能力の育
成が強調される一方、理論と趣味が兼ね合わされるようになっている。また、生徒の理論知識はしっかり
としており、技術能力も全面的に育成されるようになっている。
全体的として見ると、佐世保高専の教育理念、教育目標、教育の特色を実感することが出来た。即ちそ
れらは、実験、実習、クラブ活動を重視し、多角的な思考能力を備え、応用型の行動力に富んだ操作タイ
プの専門的人材を育成するというものである。
私達は更にSONY、小松電気、三菱電機、トヨタ等の世界的に有名な企業や科学研究部門を参観した。
SONYの企業科学技術展示館では、私達を熱心に迎えてくれた案内スタッフの方が、私達のためにSONY
の創業の歴史から、今日の世界の最先端にあるデジタルネットワーク、環境保護等の各種電器製品等の電
子製品に至るまでを説明していただいた。全員がSONYの電器製品が小型、巧み、精鋭、環境保護、総合
化といった項目が一体化されたものであることを理解した。また、世界の電器業界のハイテク情勢につい
ても理解し、中国の電気産業の発展に対する認識を深めた。こうした知識は、我が校の電気、情報類の専
業教学と科学技術研究にとっても役立つものである。
トヨタ自動車の製品展示館では、私達はトヨタが生産・販売する各種の最新型自動車を参観した。安全、
環境保護、省エネルギー、迅速、個性化がこれらの自動車で追求される目標となっている。トヨタ自動社
の生産ラインを参観した際、私達はトヨタ自動車の看板管理モデルの先進性を実感した。また、生産ライ
ンでの作業の規範性と迅速性、作業員の仕事を敬う作業態度には、全員が大きな感銘を受けた。
その他、日本の長崎県の観光名所・古跡を観光し、日本の伝統文化や飲食習慣を体験した。例えば、日
本人は礼儀、礼節、もてなしを重視している。また、日本の優美な自然環境、規則遵守に対する自覚性、
環境保護に対する高い意識、仕事を敬うことに対する高い精神等のほか、物事を行う際の高い計画性、周
密な手配、情報のフィードバックに対する配慮等、これらはいずれも私達に深い印象を与えるものであっ
た。
全体としてみれば、今回の訪問は非常に有意義な交流活動であった。両校の各方面においてより広範で、
深いレベルの協力に役立つばかりでなく、日中両国民の友情の増進にも有益なものであり、両校の交流活
動が末永いものとなると共に、豊富な成果を生み出すことを願いたい。

前頁の翻訳



11

III. インターンシップ受入事業報告書



12

III. インターンシップ受入事業報告書

日本への訪問交流で得たもの

日本は世界的にも有名な観光大国の一つであり、日本の国内には人々を引き付ける多くの場所がある。東
京の繁華街、奈良の古い歴史、北海道の神秘性と清らかさは人々に深い印象を与えている。また、3月の桜の
花と山地に偏在する温泉は人々に家に帰ることすら忘れさせる。日本はその豊富な自然の美しさで賞賛され、
アジア大陸の東側、北太平洋上にある島国である。日本と中国は海を隔てて向き合い、一依帯水の関係は、
両国国民に古来より豊富な文化交流と深い友情を結ばせている。
今年の夏休みにおいて、私は日本の長崎県佐世保工業高等専門学校との文化、学術交流活動に参加する機
会を得、日本の長崎県佐世保市に18日間滞在した。日本を訪問して本当に感銘を受け、見識、学習、個人修
養のいずれの面も明らかに向上した。
まず、飛行機が日本の領空に至った際、機内の窓から外を眺めてみたが、下の景色は緑色の樹木、島嶼の
形もくっきりとし形が様々に変化した。また、周囲の景色は青色の海洋であったほか、時折、白雲が浮かん
でいるのが見えた。こうした景色は生まれて初めて体験するものであった。この見知らぬ土地にもうすぐ降
りることになると思うと、私は興奮する気持ちを抑えられなかった。飛行機を降り、長崎国際飛行場を出た
後、私達は車で二車線の高速道路を走った。途中、水田や丘が見えたほか、工場も見えた。中国との差はそ
れほど大きくなかったものの、それでもとても清潔で秩序があることを感じた。市内に入り、市内の一番高
いところから下を見渡すと、佐世保市が小さな屑入れがひしめきあっているようにも見えた。しかし、市内
に入ってみると街は非常に清潔で、ごみ一つなく、ごみの匂いもしない。これは日本において土地が大切に
され、土地の活用が非常によく行われていることを示すものである。
次に、佐世保工業高等専門学校での文化、学術交流についてですが、私は高専の生徒の実際的な技術能力
が優れていることを深く実感しました。高専の生徒が独自にロボットを製作することが出来るということは、
日本ではこの方面で理論と実践が上手に組み合わされ、生徒が教科書の知識を把握出来るだけでなく、実際
の操作過程において把握した理論的知識を検討することが出来るようになっているということです。この点
については、私達はしっかりと日本側に学ぶ必要があります。また、SONY、TOYOTA、三菱電機、長崎県
工業技術センター、等の工場への参観を通じて、日本のハイテク技術が世界の最先端に位置していることを
実感しました。一国の強さは主に経済、軍事、科学技術、教育などの面に体現されるが、中国で言われてい
るところの所謂「科教興国」（科学技術教育による立国）は、日本という国家において最もよく立証されてい
る。
日本は「礼儀の国」として知られており、礼儀に対するこだわりは日本人の習俗でもある。通常、人々が
顔を会わせる場合、互いに腰を曲げて礼を交わすと同時に、「こんにちは」、「さようなら」、「宜しくお願いし
ます」等の挨拶を言う必要がある。18日間の滞在期間中、日本の人々が私に与えた最も大きな印象は、日本
の人々がとても礼儀正しく文化的で、公共の秩序を守っているということです。公共の場所では大声で騒い
だり、席を争ったりするようなことはなく、不注意で他人にぶつかってもお互いに謝る。また、場所を選ば
ず痰を吐いたり、ゴミを捨てたりする人もいない。日本では道路をみだりに横切る行為を見ることがほとん
どなく、交通量が非常に多い時間帯でも、アモイのようなひどい交通渋滞となることはまずない。ここで指
摘しておきたいのが、佐世保市内の幹線道路は全て4車線で自転車通路がなく、また、一般道路は基本的に2
車線で自転車が歩道を走行しているのに、交通秩序がしっかりと保たれているということです。中国は山川
の優美さでは日本を凌ぐかもしれないけれど、国民全体の資質といった面においては、私達中国人は（日本
人に）追いつくように努力しなければなりません。
古来より、日本は一貫して中国と経済、文化、教育等の面において交流を行い続けており、日本の様々な
場所において中国のことを感じ取ることが出来る。ここで触れておきたいのが、中国の商品がどこにでもあ
るということです。観光エリアであるかビジネスエリアであるかを問わず、食べるもの、使うもの、着るも
のについては、中国の商品が氾濫しており、商品を裏返すと全て「Made in China」となっている。また、
日本の長崎には華僑が中国人コミュニティー「中華街」を築いている。統計によると、毎年多くの観光客が
ここを訪問するが、観光客を最も引き付けているのがここの中華料理屋の「拉面」（日本語ではラーメン）で
ある。ラーメンはスープ付の麺のことで、元々中国大陸から伝わったものだが、現在では日本の大衆食品と
なっている。
唯一残念であったのは、今回の訪問が少し忙しく、日本に対する印象もおおまかなものに過ぎないことで
ある。今後、更に多くのクラスメートが日本に行き、日本の風情を体験することを希望します。他人の進歩
した一面を見ることは、自分に足りない一面を知ることになるし、自らの知見を広げることは、個人の修養
を高めることになるからです。

03 電気
蔡鴻揚

前頁の翻訳
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心から始まる交流

2005年10月18日、私は生徒達を率いてアモイ空港に向かい、佐世保高専の第一弾となる交流訪問団の
教師・生徒を待ち受けた。その時の気持ちは嬉しい反面、不安でもありました。嬉しいというのは、３年
に亘る交渉と準備を経て、両校が正式に友好交流協議書を締結すると共に、実質的な交流活動をスタート
したことであります。心配というのは、我が校の教員・生徒が7月に日本を訪問した際、貴校の行き届い
たお世話を受けたのに対し、今回、佐世保高専の教師・生徒が我が校を訪問するにあたり、「こちら側の
生活と学習に一行が馴染めるかどうか？」、「私達が制定した交流計画が一行の期待に応えられるかどう
か？」、ということでした。私達は実にこうした複雑な心境の下、佐世保高専の教師・生徒をお迎えした
のです。飛行機から降り、アモイの土を踏んだ時の佐世保高専の教師・生徒は、私達と同じように喜びと
緊張を感じていることが伝わってきました。しかし、こちらが同じように若々しい笑顔で出迎え、聞き慣
れた日本語で話し掛けると、一行の緊張もだいぶほぐれたようでした。アモイ理工学院が準備した交流学
習計画書も一行を楽しませ、積極的にさせるに十分なものでした。
その後の活動は変更なく行われ、個別の専門学習や精彩な学術講座が設けられたほか、太極拳の練習、
茶道の演技、中国の飲食文化、中秋の餅菓子、等の長い歴史を有する中国文化への取り組みも行われた。
また、アモイ及び周辺の観光や中国の家庭への訪問は、アモイが心の温もりのある都市であることを一行
に印象付けるものとなった。但し、アモイの交通渋滞、３時間にも及ぶ昼休み、農村の遅れた衛生環境に
一行は大いに驚いておりました。こうして、最初の国外体験で中国の発展速度を実感し、中国人の心のこ
もったもてなしを体験したことは、貴重な経験として末永く一行の心に残るとの思いを深くしております。
11月4日、交流活動は終了となった。飛行場では両校の生徒が抱き合いながら別れを惜しんだ。10日
間余りの短い交流において、若者達はお互いに何も知らない状況から親密になり、互いを敬い認め合うよ
うになった。今や若者達の心の中には、ひっそりと友情の花が咲いております。
両校が絆を結んだ証人として、また、交流活動に参加した者として、私は昨年の交流成果に対して喩え
ようのない喜びを感じております。但し、その一方で、こちらの作業で至らなかった部分があったことを
反省しております。こうしたことからも、今年佐世保で開催される第１回佐世保－中国国際交流フォーラ
ムは非常に時期に適うものであり、有意義なものであると言えます。同フォーラムは私共がこれまでの経
験を総括し、今後の作業をより上手に行う上において、助けとなるものとなります。
最後に、昨年の交流活動について、３点に亘って感想と要望を述べさせて頂きます。
第一に、世界の情勢が平和に向かい、国際経済が一体化する状況の下、日中両国はアジアの隣国として
更に関係を緊密にし、相互に協力していかなければなりません。目下、両国の間には様々な仲違いの要素
が存在していますが、それらは私達の交流を妨げる理由にすることは出来ません。交流、協力、相互提携
は私達が共に追及する目標にならなくてはなりません。私達は今後、両校の協力交流がさらに頻繁になり、
内容も一層充実し、有意義なものとなることを信じております。
第二に、未来の世界は若者の世代に属しており、二十世紀の美しい明日は若者が生み出すものでありま
す。こうしたことから、私達は十分な条件を整え、若者の交流にしっかりとした基盤を提供していく必要
があります。昨年、私達双方で400名の生徒が活動に参加しましたが、今後は交流の定員を拡大し、より
多くの生徒がこうした活動に参加することを希望致します。
第三に、国際的視野、国際交流活動、国際的競争力を備えた若い技術者を育成していくことが私達の目
標であります。従いまして、今後の活動においては、専門学習交流の内容を強化し、両校のそれぞれの優
れた部分を十分に活用していくことにより、生徒が専門学習の中からより多くのことを獲得出来るように
していかなればなりません。
日中友好は若者によって受け継がれていくことが必要であり、若者の心からの交流が必要であります。
私達は両校の協力が豊かな成果に結びつくと共に、両校の発展に活力がもたらされることを望んでおりま
す。私達は心からの交流が互いの隔たりを取り除き、共に美しい明日を創造することが可能だと信じる理
由を有しております。

アモイ理工学院
陳 越

2006年１月10日

前頁の翻訳
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